
六
月
一
六
日
一
八
時

よ
り
『
今
こ
そ
解
決
を

共
同
の
力
で
！
一
〇
四

七
名
の
勝
利
解
決
を
求

め
る
６
・
１
６
集
会
』

が
東
京
・
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
三
〇
〇
〇
名

の
仲
間
が
結
集
し
ま
し

た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
『
大
井
工
場
支
部
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ブ
レ
ン
ド
』
の
ジ
ャ
ズ
演
奏

が
オ
ー
バ
ー
ザ
レ
イ
ン
ボ
ー
な
ど
数
曲
三

〇
分
、
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
で
は
、
国
労
本
部
因
泥
青
年
部
長

の
『
国
鉄
闘
争
は
二
〇
年
、
一
〇
四
七
名

の
採
用
差
別
事
件
は
解
決
し
て
い
な
い
。

引
き
の
ば
し
を
許
さ
ず
政
府
の
責
任
で
一

日
も
早
い
解
決
を
』
と
あ
い
さ
つ
、
集
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

主
催
者
を
代
表
し
て
、
本
部
・
佐
藤
委

員
長
は
『
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
や
連
鎖

集
会
の
開
催
。
四
七
都
道
府
県
の
要
請
行

動
の
成
功
を
全
体
で
喜
び
合
い
た
い
。
勝

利
解
決
を
求
め
る
行
動
が
整
っ
た
。
強
い

意
志
と
決
意
を
持
っ
て
闘
う
』
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
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３名の方々から決意表明がありま

した。

①佐藤 陵一氏（全日本建設交運 一般労働組合 中央執行委員長）

二つの共同の前進があった。ひとつは、関係当事者の共同行動の実現。

もうひとつは、広範な支援団体の前進。早期解決・納得の行く解決を求

める。国労・建交労・支援共闘との共同行動の実現。裁判闘争・大衆行

動・政治闘争を一体とする闘いを進める。広範な共同の闘いについて学

者・文化人の協力が必要。9・１５判決で闘いは大きく広がっている。憲

法・教育基本法の改悪～反動政治。全力を上げて闘う決意。

②二瓶 久勝氏（国鉄闘争に勝利する 共闘会議議長）

9・15判決後、総団結して解決を。不満だったが不当労働行為を認めた。

原告支援組織の闘いの結果である。共同行動を進めている。当事者団体

の団結をめざす。この機に総団結、年内解決をめざす。しかし、この政

治状況では解決しない。大衆闘争など、あらゆる闘いを進め政治解決を。

国労の裁判闘争についての国労の方針を信じている。違いはあるが総団

結することそれを支持する。

③中里忠仁氏（国鉄闘争支援中央共闘会議議長）

17年前を思い出す。この会場で1989年国鉄支

援中央共闘会議を結成した。中央共闘の加盟団

体は、国労を支援するという方針を貫いている

解雇撤回ＪＲ復帰を基本方針に。1047名は厳し

い状況の中、闘ってきた。体調を崩し闘病生活

を送っている仲間～回復しない状況。40名亡く

なっている。昨年12月1日からデール基金（目

標1000万円）・連帯する会の拡大を本年5月中

旬まで各都道府県で115団体へ要請した。あら

ゆるナショナルセンターへ訴えた。国鉄闘争の

早期解決をめざす共同行動・決起集会。闘いの

目標はひとつ、全面勝利へ。



全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
で

の
行
動
が

北
海
道
と

九
州
・
鹿

児
島
県
か

ら
報
告
が

あ
り
ま
し

た
。
北
海

道
は
北
海

道
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
代

表
。
九
州

は
鹿
児
島

県
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー

山
崎
事
務

局
長
。

北
海
道
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表

今
集
会
に
多
く
の
仲
間
が
結
集
し
心

強
い
。
闘
争
団
一
三
団
体
、
四
五
三
名
は

中
央
共
闘
会
議
と
一
体
と
な
っ
て
行
動
。

全
道
の
仲
間
が
結
集
し
行
動
が
展
開
し
た
。

当
時
、
中
曽
根
は
国
鉄
を
分
割
・
民
営

化
し
国
労
を
弱
体
化
さ
せ
た
。
小
泉
内
閣

は
、
教
育
基
本
法
を
改
悪
さ
せ
日
教
組
を

つ
ぶ
す
、
攻
撃
の
本
質
は
同
様
だ
。

力
い
っ
ぱ
い
応
援
・
大
同
団
結
。
こ
の

意
志
を
受
け
止
め
て
秋
に
向
け
て
力
い
っ

ぱ
い
闘
う
こ
と
を
決
意
す
る
。
み
ん
な
の

熱
意
、
全
国
の
仲
間
の
熱
意
を
勝
利
へ
。

鹿
児
島
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

山
崎
事
務
局
長

共
同
の
力
で
六
・
一
六
集

会
が
開
催
。
共
に
闘
う
決
意

で
報
告
。
最
高
裁
判
決
を
乗

り
越
え
、
解
雇
撤
回
＝
基
本

的
要
求
で
大
同
団
結
し
闘
い

を
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を

お
互
い
確
認
し
た
い
。
闘
争

団
家
族
の
思
い
を
大
切
に
国

労
と
共
に
闘
い
を
進
め
て
き

た
。地

域
に
よ
る
世
論
形
成
を

つ
く
っ
て
い
く
。
新
聞
広
告
・

署
名
・
物
資
販
売
・
自
治
体

決
議
の
要
請
な
ど
を
中
心
に

進
め
早
期
の
世
論
形
成
を
つ
く
っ
て
い
く
。

労
働
者
が
労
働
者
と
し
て
当
た
り
前
の

労
働
し
て
、
解
雇
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
事

は
許
さ
れ
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
団
体
が
総
団

結
を
。
勝
利
す
る
ま
で
闘
い
ぬ
く
。

鉄
建
公
団
訴
訟
原
告
団

酒
井
団
長

二
〇
年
本
当
に
大
変
な
思
い
で
闘
っ

て
き
た
。
み
ん
な
の
支
援
で
闘
っ
て
こ
れ

た
。
９
・
１
５
判
決
＝
二
九
七
名
の
原
告

団
。
年
内
に
解
決
を
含
め
た
勝
利
解
決
を
。

戦
術
的
に
一
致
し
て
い
な
い
が
不
当
労

働
行
為
を
認
め
た
９
・
１
５
判
決
。
し
か

し
、
地
位
確
認
を
認
め
さ
せ
る
。
裁
判
を

中
心
に
闘
っ
て
い
く
こ
と
を
、
原
告
団
と

し
て
国
労
に
訴
え
る
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
採
択
の
後
、
閉
会
あ
い

さ
つ
を
建
交
労
鉄
道
本
部
、
福
岡
委
員
長

が
行
い
、
国
労
闘
争
団
全
国
連
絡
会
の
神

宮
議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
終
了
し
ま

し
た
。
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カ
ン
パ
の
訴
え

柳
瀬
つ
る
代
さ
ん
（
国
労
家
族
会
）

『
夫
が
不
当
解
雇
に
な
っ
て
二
〇
年
、

大
波
・
小
波
が
押
し
寄
せ
き
た
。
悔

し
さ
が
よ
み
が
え
っ
て
来
る
。
今
度

こ
そ
、
な
ん
と
し
て
も
解
決
さ
せ
る

た
め
、
暖
か
い
カ
ン
パ
を
お
願
い
し

た
い
』カ

ン
パ
＝
５
９
万
３
９
１
４
円

集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
の
日
程
は
、

昨
年
と
比
べ
ま
す
と
早
く
な

り
ま
す
。

全
国
大
会
は
七
月
二
七

日
〜
二
八
日
。
エ
リ
ア
大

会
は
八
月
の
一
一
日
に
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
す
。
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